
鳥取県西部医師会 心不全地域連携パスとは？

心不全地域連携パス協力医
鳥取県西部医師会は、心不全診療に関する研修をうけ、地域の心不全診療に

協力いただけるかかりつけ医を「心不全地域連携パス協力医」と認定しています。

地域の「専門病院」「かかりつけ医」「介護施設・事業所」が連携し
心不全患者さんの暮らしを支える医療介護連携システムです。

連携病院
鳥取大学、山陰労災病院、米子医療センター、博愛病院、境港済生会病院

❶ 患者さんの体調を共有 ❷患者さんのケアプランを共有

●心不全手帳

●心不全ケアプランシート

❸ 心不全ケアのコツを共有

●心不全ケアのコツを学ぶ
QRコード

３つの共有で地域連携

●心不全と上手に付き合うコツを学ぶ
QRコード

医療・介護スタッフ用の

教育資材

ケアプランの作成と

共有を支援する資材

患者さん・ご家族用の

教育資材

心臓の健康観察を

支援する資材

ケアプランを地域へ申し送る

心不全手帳を使って健康観察

患者・家族への心不全教育・退院支援 心不全手帳の使い方を説明

連携病院での介入
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●教育資材を活用し、心不全教育と介護サービスの支援を行う
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●血圧・体重・心不全症状の観察を教える

1
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ケアプランを参考に心不全ケア2

かかりつけ医 通所/訪問リハ デイサービス 訪問看護

●心不全ケアプランシートを使い、退院後の心不全管理と支援を計画

●ケアプランシートをかかりつけ医・介護施設・事業所に送る

●外来・介護サービス利用時に、血圧・体重・心不全

   症状の悪化がないか確認する

●ケアプランシートとQRコードを活用して、地域で

連携して心不全管理と支援を行う

連携病院での介入

かかりつけ医・介護施設・事業所での介入

裏表紙に

相談目安の

体重を記載します
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